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★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
８
面
か

０
１
１
５
０
８

口

口

奥

尚

●
交
通
科
学
博
物
館
・
関
西
大

学
鉄
道
研
究
会
写
真
展

よ
み

が
え
る

あ
の
時
代

同
大

学

会
員
が
活
写
し
た
今
昔

の
鉄
道
写
真
を
一
堂
に
。
大
阪

市
電
や
京
都
市
電
、
叡え

い

山ざ
ん

電
鉄

な
ど
約
二
十
点

写
真
（
増
田

純
一
撮
影
）
。
三
月
二
十
七
日

ま
で
開
催
中
。
十

十
七
時
入

館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
な
ら
開

館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜
も
祝
日

な
ら
振
替
休
な
し
）
。
高
校
生

以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学
生

百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館

冬
の
子
ど
も

会

一
月
二
十
九
日（
土
）十
四

時
半

十
五
時
半
、
港
区
民
セ

ン
タ
ー
二
階
集
会
室
で
。
港
子

ど
も
劇
場
に
よ
る
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー

オ
オ
カ
ミ
と
七
匹
の

子
ヤ
ギ
、
絵
本
こ
れ
が
ほ
ん

と
の
大
き
さ

な
ど

図
書
展

示
エ
コ
を
考
え
る
本
展

体

に
も
地
球
に
も
快
適
な
生
活
ス

タ
イ
ル
を
提
案
し
た
本
や
地
球

の
未
来
の
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
展
示
。

二
月
二
十
七
日
ま
で
開
催
中

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
２
６
回
定
期
演

奏
会

若
き
才
能
の
競
演
。

指
揮
は
マ
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー

ズ
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
の

岩
村
力ち

か
ら

写
真
右
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
は
〇
七
年
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
覇
者

・
神
尾
真
由
子

写
真
左
。
演

奏
曲
目
は

ブ
ラ
ー
ム
ス

ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ニ
長
調
作

品

権ご
ん

代だ
い

敦あ
つ

彦ひ
こ

ジ
ャ
ペ
ー

タ

葬
送
の
音
楽

レ
ス

ピ
ー
ギ

交
響
詩

ロ
ー
マ
の

松

。
二
月
十
五
日
（
火
）
十

九
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル（

福
島
）で
。
十
八

時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ
レ
ト

ー
ク
。

席
完
売
、

席
完
売
、

席
三
千
円
、
学
生
席
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー

港
近

隣
寄
席

一
月
二
十
八
日（
金
）

十
四

十
六
時
。
出
演
は
桂
三

幸
、
桂
佐
ん
吉
。
当
日
先
着
五

十
名
。
五
百
円

懐
か
し
の
名

画
大
会

好
色
一
代
男

二

月
十
一
日
（
金
）
十
四
時
。
出

演
は
市
川
雷ら

い

蔵ぞ
う

、若
尾
文あ

や

子こ

他
。

百
円

同
セ
ン
タ
ー
は
八
幡
屋

一

四

二
〇
。

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
会
港
区
支
部
協
議
会
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

・
弁
天
シ
ネ
マ
倶く

楽ら

部ぶ

誰た

が

た
め
に
鐘
は
鳴
る

反
フ
ァ

シ
ス
ト
人
民
戦
線
に
身
を
投
じ

ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
参
加
し
た
ジ

ョ
ー
ダ
ン
は
任
務
の
途
上
、
フ

ァ
シ
ス
ト
に
両
親
を
殺
さ
れ
た

娘
マ
リ
ア
と
出
会
い
、
激
し
い

恋
に
落
ち
る

写
真
。
悲
劇
的

な
別
離
を
躍
動
的
に
描
い
た
ヘ

ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
代
表
作
を
映

画
化
。出
演
は

・
ク
ー
パ
ー
、

・
バ
ー
グ
マ
ン
他
。
四
三
年

米
。
カ
ラ
ー
・
字
幕
。
一
月
二

十
二
日
（
土
）
十
時
と
十
四
時
。

各
回
当
日
先
着
百
名
。
一
人
一

回
六
百
円
（
前
売
五
百
円
）
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
松
浦
由
美

子
さ
ん
主
宰
の
音
楽
喫
茶
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ

様
々
な

楽
器
や
歌
の
組
合
せ
で
ク
ラ
シ

ッ
ク
を
演
奏
。
毎
月
第
一
金
曜

十
九
時
。二
千
円（
一
飲
物
付
）。

定
員
十
五
人
、
要
予
約

は
な

ま
る
カ
フ
ェ

若
手
テ
ノ
ー
ル

デ
ュ
オ
が
日
本
の
懐
か
し
い
歌

を
。
毎
月
最
終
金
曜
十
九
時
。

千
円
（
一
飲
物
付
）

天
王
寺

区
上
本
町
六

二

三
七
、
地

下
鉄
谷
九

、

六
七
六
七

〇
〇
一
二
。
詳
細
は

で
。

い
服
な
の
に
ピ
ッ
タ
リ
し
な
い

そ
ん
な
時
に
。

０
９
０
・

５
８
９
８
・
１
９
４
５
セ
ツ

●
貴
方

あ
な
た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字
（
原
稿
用
紙
一
枚
）
千
円
が

標
準
（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）
。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
飯
田

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
２
６
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

席
招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

誰
が

た
め
に
鐘
は
鳴
る

（
上
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

緒

方
さ
ん
の
失
敗

（
７
面
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

は
な
ま
る
カ

フ
ェ

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
み
な
と
プ
ロ
レ
ス
（
５
面
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
５
組
に
。

●
子
猫
の
里
親
求
む

性
格
や

さ
し
い
三
カ
月
弱
の
男
の
子
。

ト
イ
レ
躾し

つ
け

健
康
検
査
済
み
。

０
９
０
・

５
８
８
８
・

７
６
８
９
こ

て
ま
り
。

（
前
号
ま
で

淡
路
島
に
生
ま

れ
た
私
は
十
五
歳
で

満ま
ん

蒙も
う

開

拓
青
少
年
義
勇
隊

に
志
願
。

満
州
の
訓
練
所
に
入
っ
た
。
昭

和
十
九
年
春
、
苛
酷
な
訓
練
を

終
え
て
荒
れ
地
に
入
植
。
二
十

年
三
月
に
召
集
さ
れ
八
月
に
終

戦
を
迎
え
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
へ

抑
留
。
重
労
働
と
飢
え
と
寒
さ

で
死
者
が
続
出
し
た

）

あ
る
時
、
激
し
い
下
痢
で
生

死
の
境
を
彷さ

ま

徨よ
い

い
ま
し
た
。
恢か

い

復ふ
く

後
、
再
び
重
労
働
に
戻
さ
れ

か
け
ま
し
た
が
、
上
司
の
配
慮

や
好
意
的
な
ソ
連
兵
の
お
陰
で

厩う
ま

勤や

務
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
馬
に
餌え

さ

を
や
っ
た
り

馬
の
体
温
を
測
っ
た
り
す
る
仕

事
で
し
た
が
、
随
分
と
体
が
楽

に
な
っ
た
の
は
幸
運
で
し
た
。

◆
共
産
主
義
も
悪
く
な
い

強
制
労
働
の
一
方
で
政
治
教

育
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
時

進
行
中
だ
っ
た
五
カ
年
計
画

の
宣
伝
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
集
団

農
場
）
で
は
馬
は
国
有
だ
が
牛

一
頭
は
個
人
所
有
だ
と
い
う
こ

と
、
実
際
に
体
験
し
て
こ
そ
真

実
が
解わ

か

る
と
い
う

唯ゆ
い

物ぶ
つ

論ろ
ん

の
考
え
方
、
各
人
の
体
力
に
応

じ
た
作
業
評
価
の
仕
方

こ
れ

ま
で
と
は
百
八
十
度
異
な
る
内

容
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

共

産
主
義
も
悪
く
な
い

と
感
じ

た
も
の
で
し
た
。
日
本
は
帝
国

主
義
が
負
け
た
の
で
あ
っ
て
、

労
働
者
は
勝
っ
た
の
だ
。
あ
な

た
方
が
一
番
偉
い
の
だ

と
小

学
生
の
女
の
子
が
言
っ
て
い
た

の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
影
響
で
日
本
兵
の

間
に

食
料
を
平
等
に
！

な

ど
の

民
主
運
動

が
始
ま
り
、

私
も

何
か
せ
な
あ
か
ん

と

劇
団
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

◆
生
還
待
ち
続
け
た
家
族

昭
和
二
十
三
年
夏
ご
ろ
か
ら

ソ
連
兵
は
し
き
り
に

日
本
に

帰
れ
る
の
で
準
備
し
て
お
け

と
言
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
結

局
一
年
も
続
き
、
二
十
四
年
八

月
末
、
よ
う
や
く
帰
国
の
途
に

就つ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
族
は
私
が

南
方
で
戦
死

し
た

と
知
ら
さ
れ
、

満
州

へ
行
っ
た
の
に
お
か
し
い

と

ひ
た
す
ら
生
還
を
待
ち
続
け
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
帰
国
し
て

戸
籍
は
復
活
し
ま
し
た
が
、
シ

ベ
リ
ア
帰
り
の
ア
カ

と
い
う

こ
と
で
泥
棒
扱
い
さ
れ
、
週
一

回
は
警
官
が
来
る
有
り
様
。
淡

路
島
で
は
と
う
と
う
仕
事
に
就

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
大
阪
へ
出
て
タ
ク
シ

ー
会
社
に
就
職
し
た
り
運
送
会

社
を
共
同
経
営
し
た
り
、
生
き

る
た
め
必
死
で
働
き
ま
し
た
。

◆
地
域
で
町
会
活
動
な
ど

平
成
四
年
夏
、

満
蒙
開
拓

青
少
年
義
勇
隊

同
窓
会
の
十

数
人
で
訪
中
し
、
訓
練
所
や
開

拓
地
の
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。
当

時
の
面
影
は
既
に
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
若
い
命
を
こ
の
地

へ
埋
め
た
友
ら
に

い
ま
帰
っ

て
来
た
ぞ

と
呼
び
か
け
な

が
ら
さ
さ
や
か
な
慰
霊
祭
を
行

な
い
、
胸
が
一
杯
に
な
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
娘
が
二
人
、
孫
が
四

人
。
地
域
で
は
町
会
や
老
人
会

の
役
員
を
務
め
、
業
者
・
医
療

・
平
和
運
動
に
も
関
わ
っ
て
き

帰
国
後
は

泥
棒
扱
い

ま
し
た
。
四
年
前
か
ら
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
を
患わ

ず

いら

、
不
自
由
な

体
を
妻
に
支
え
て
も
ら
い
な
が

ら
生
き
て
お
り
ま
す
。

◆
国
づ
く
り
は
人
づ
く
り

振
り
返
る
と
や
は
り
青
春
を

燃
や
し
た

満
蒙
開
拓
青
少
年

義
勇
隊

時
代
が
一
番
懐
か
し

く
思
わ
れ
ま
す
が
、
亡
く
な
っ

た
多
く
の
仲
間
を
思
う
と
戦
争

の
悲
惨
さ
に
胸
が
痛
み
ま
す
。

昔
は
近
く
の
国
に
迷
惑
を
か

け
、
今
は
ア
メ
リ
カ
に
同
じ
こ

と
を
さ
れ
な
が
ら
ペ
コ
ペ
コ
し

て
い
る
日
本
の
姿
勢
に
も
情
け

な
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で

自
分
勝
手
な
人
間
が
ど
ん
ど
ん

作
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
地
域
の
子
供
ら
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
不
自
由
な
体

で
街
角
に
立
ち
な
が
ら
、
国
づ

く
り
は
ま
ず
人
づ
く
り

苦く

は
買こ

う
て
で
も
せ
よ

と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。（
終
わ
り
）

下

し

み
ず

ひ
ろ
し

）（
市
岡

）

し

み
ず

ひ
ろ
し

）（
市
岡

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

こんなときは
ご一報下さい
こんなときは
ご一報下さい

次号は２月 日戸別配布
港新聞は港図書館、港区民センタ
ー、港区老人福祉センター、弁天
町市民学習センター、コンビニ、
銭湯、ひまわり、港近隣センター
等にも設置しています。

次号は２月 日戸別配布
港新聞は港図書館、港区民センタ
ー、港区老人福祉センター、弁天
町市民学習センター、コンビニ、
銭湯、ひまわり、港近隣センター
等にも設置しています。

●こんなことが地域で問題に
なってんねん
●こんなことをみんなで考え
たらどうやろか
●戦争体験や人生経験を次世
代に残したい
●私の意見をのせてほしい
●うちの広告をのせてほしい
等々地域のプラスになる情報
であれば 。編集の都合で
掲載できない場合あります。

紙資源節約と環境保全のため
名前のないポストには配布し
ていません。ご了承下さい。

ね

鼠ず
み

が
溺お

ぼ

れ

て
る
！

と
の

息
子
の
声
で
廊

下
に
飛
び
出

し
、
バ
ケ
ツ
を

提さ

げ
て
百

先
の
安
治
川
へ

走
り
ま
し
た
。

も
う
戻
れ

ん
や
ろ
。
こ
こ
で
大
人

お
と
な

し
く

暮
ら
せ
！
。堤
防
下
の
床ゆ

か

に

ザ
ザ
ッ
と
ぶ
ち
ま
け
る
と
鼠

は
暫し

ば

くら

失
神
し
て
い
ま
し
た

が
、
や
が
て
よ
ろ
よ
ろ
と
冬

の
闇
へ
消
え
て
行
き
ま
し
た

▼
昨
春
こ
の
欄
で
紹
介
し
た

鼠
除よ

け
の
音
波
発
信
器
は
そ

の
後
役
立
た
ず
に
な
り
、
再

び
共
存
が
始
ま
っ
た
の
で
す

が
、
金か

ね

も
手
間
も
猫
の
手
も

不
要
な
退
治
法
と
し
て
水
に

米
粒
を
浮
か
せ
た
バ
ケ
ツ
を

置
い
た
と
こ
ろ
、
夏
以
来
三

匹
が
掛
か
っ
た
の
で
す
。
同

様
の
悩
み
を
持
つ
家
庭
に
も

お
勧
め
で
す
▼
と
こ
ろ
で
鼠

を
川
に
放
り
込
ま
な
か
っ
た

の
は
何な

故ぜ

か
て
？

そ
ら

思
い
や
り
で
す
が
な
。
な

ん
か
米
軍
へ
の
○
○
予
算

を
連
想
し
ま
す
が
、
野
蛮
で

ど
厚
か
ま
し
い
米
軍
と
違
っ

て
鼠
は
無
邪
気
。
思
い
や
り

の
か
け
甲が

斐い

が
ま
る
で
違
い

ま
す
。
た
だ
こ
れ
に
は
限き

り

が

な
い
の
が
難
点
。
な
ん
せ
追

放
し
て
も
追
放
し
て
も
子
孫

を
残
し
て
い
く
も
ん
で
す
か

ら

▼
卯う

年ど
し

の
初
め
に
こ
れ

ま
た
無ぶ

粋す
い

な
お
話
で
し
た
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
洋
服
サ
イ
ズ
直
し
ま
す

い

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 土曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内


